











アクチュアルな住宅をつくるために   
     ――「ボクの家プロジェクト」  施主編プロローグ／建築家編
堀　寛史／小野  暁彦
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きかの話をつめていき、6 月から 1 月に 1 回のペースで開催する研究会をスタートさせた。
ただ、研究会といってもメンバーは小野氏と私以外に京都造形芸術大学の学部生 2 名、卒















       ――「ボクの家プロジェクト」施主編プロローグ

































































































の「建てること、住むこと、考えること」という講演 (3) の重要であると読み取れること 
を「住むことが「存在」の基本的な性格であり、住むことと建てることについて考えよ 
うとすることは、建てることが住むことに従属することを明らかにすることである」（多 








































































































「家はただの構築物ではなく、生きられる空間であり、生きられる時間である」（多木 , 前掲 
































































らんで思考のひとつの側面を形づくっていたように思える」（多木 , 前掲書 , 2001, p.17）と 
多木は考える。さらに「「手」は人間と世界との間を結びつける精神的な働き




























2  大島健二『建てずに死ねるか！建築家住宅』（2002）によると年間 100 万棟の新築住宅のうち、建築家住
　 宅は 1 万棟であるという（p.146）。このことから家をビスポークするという概念があまり一般的でないと
　 いうことが指摘できると考える。















    ――「ボクの家プロジェクト」建築家編――


































































































































































































































































































































































- 形）」において、「すがた（素 - 形）」の地平において折衝を繰り返す必要があるのだ。施




９.   「素 - 形（す - がた）」と情動の回路 ―まとめにかえて
姿とは不安定な事象が絶えず形を変える予兆を含みながら現れでてきている「こと」




























1  木村敏『心の病理を考える』岩波新書　1994 年 p.124


















　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   小野　暁彦
　先日堀寛史氏から催促がてらもらったメールには「論文が掲載されれば、家作りがスター
トしたという感じがしますね」と記されていた。二人が書いて一つにまとめた論文の掲載
をもって施主と建築家が家作りをスタートしたと感じる、という事例は世界広しといえど
もなかなか無いのではないだろうか。もちろん事後に家作りの顛末を記した書を施主と建
築家が共同で著したという例はあるのだが。
「ボクの家」を建てる、という大変生活に密着した抜き差しならないテーマを介して、「臨
床哲学」と「建築設計」を結びつけようとしている堀氏（と私）の試みには心躍るものが
ある。設計に入る前に施主の趣味だとか生活スタイルをヒアリングしたり共有したりする
ということは「建築家住宅」では普通だが（住宅メーカーなどはそういうことを訊ねたと
してもそれはガス抜きぐらいの位置付けでそのことに一義的に対応するなどということは
ないだろう）、われわれが行おうとしているのは、ややおおげさに言えばそれ以前に共通
の思想基盤をまず生成しようということなのだ（もちろん、堀氏の家族との間にもその思
想基盤が共有されるかどうかはまた後々発生する大きな問題ではあるが）。このことは受
容と制作の溝を越えていかにつないでいくかという極めて実践的な思想の形成につながる
可能性を秘めており、今後の生成的なダイアローグの充実の結果として自然と住宅のす
がたが見えてくることになると嬉しい。
　冒頭の堀氏の「はじめに」に経緯は記されているが、よくよく話をしているとお互いの
趣味や性癖はかなり異なるのであるが、例えば木村敏の問題圏を二人は共有しているなど
基盤部分で共通する点も多い。そのことがわれわれの研究会とヴィジョンを支えている
のであるが、もちろん哲学の門外漢である私は堀氏から教えられることが多々あり、たと
え万が一不幸にも住宅の竣工にまで至らなくても（建築家はオプティミスティックなヴィ
ジョンとともに常にそのようなアンビルトへの不安を抱えている）、ここでのトレーニン
グは私にとって大きな財産になるだろうと感じている。
実は今回の論文は堀氏が先行して仕上げたのであるが、私はそれをあえて読まずに自
分の論文を書いた。もちろん少し前の研究会で堀氏の草稿と私の走り書きは交わされたの
であるが、そのことも務めて忘れて書こうとした。研究会の成果をまとめるものだとはい
90
え、そこでそれぞれに醸成されたぼんやりとしたアイデアの萌芽をまとめるにあたって予
定調和的に擦り合わせる必要もないと考えたからだ。
私の脱稿後はじめて堀氏の論文を読み、シンクロしているところが多いことに驚いた
（それが研究会の成果だといえばそうだろうが）。堀氏の論文の前半は「もの」についてで
あり後半は「こと」についてだといえるし、＜活動・実践報告＞のデータに添付された堀
氏のコメントには「設計」という単語の使用に注意が必要、と記されていたり（もちろん
その時点でお互いの内容は知らなかった）、「家を建てる」という言葉を問題としている点
や「形」への疑いなど共通の足掛りが多く見られるのである。堀氏が提出している「物語」
の問題や、堀氏の「手」と私の「素 - 形」をどのように結びつけるかという点などに関し
ては今後の具体的なテーマとなりうるだろう。
ともあれ奇妙なかたちで家作りが始まった。何が見えてくるか楽しみで仕方ない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
